
９
月
25
日
、
９
月
定
例
市
議
会

が
閉
会
し
ま
し
た
。
市
長
提
出
議

案
37
件
は
す
べ
て
可
決
成
立
し
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
中
央

町
第
１
公
園
の
設
計
・
建
設
・
管

理
・
運
営
を
民
間
事
業
者
に
丸
投

げ
し
１
時
間
１
０
０
円
の
駐
車
料

金
を
か
け
る
条
例
改
正
や
５
件
の

指
定
管
理
者
の
指
定
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
決
算
な
ど
12
議
案
に
反

対
し
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
請
願
「
粕
壁
南
公

民
館
は
廃
止
し
な
い
で
、
こ
れ
か

ら
も
利
用
で
き
る
よ
う
求
め
る
請

願
」
（
新
日
本
婦
人
の
会
春
日
部

支
部
提
出
）
は
、
日
本
共
産
党
の

み
賛
成
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算
の
反
対
討
論
で

32
億
円
も
の
黒
字
は
使
い
残
す
の

で
は
な
く
、
市
民
の
暮
ら
し
福
祉

の
充
実
に
生
か
す
べ
き
と
主
張
し
、

学
校
給
食
費
無
償
化
、
障
害
者
入

所
施
設
設
置
、
保
育
所
新
増
設
で

待
機
児
ゼ
ロ
、
デ
マ
ン
ド
交
通
導

入
で
買
い
物
や
通
院
の
足
の
確
保

な
ど
を
提
案
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
議
案

提
案
権
を
活
用
し
、
国
・
県
に
対

し
て
４
件
の
意
見
書
を
提
案
し
ま

し
た
。

学
校
給
食
費
無
償
化
を
求
め
る

意
見
書
と
教
職
員
定
数
改
善
を
求

め
る
意
見
書
は
全
会
一
致
、
他
の

２
件
も
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
、

全
て
採
択
さ
れ
、
意
見
書
が
送
付

さ
れ
ま
し
た
。

２０２５年１０月５日（日） 日本共産党 発行 週刊 第２５８７号

<生活相談は日本共産党へ> 並木としえ℡090-3916-0168 大野とし子℡090-7843-4945
今尾やすのり℡090-1032-4833 木下みえ子℡050-3559-1640

日本共産党市議団ホームページ https://www.jcp-kasukabe.jp/

発行
日本共産党
春日部市委員会
春日部市粕壁東
6丁目7-12
電話 748-5159
FAX 748-5179

９
月
定
例
市
議
会
閉
会

「
学
校
給
食
費
無
償
化
」
意
見
書
を
採
択

学
校
給
食
費
無
償
化

デ
マ
ン
ド
交
通
導
入
を

党
市
議
団
提
案
の

意
見
書
す
べ
て
採
択

●請願と党市議団提案の意見書に対する各会派の賛否

請願 党市議団提出の意見書

粕
壁
南
公
民
館
は

廃
止
し
な
い
で

26
年
度
当
初
か
ら

小
中
学
校
と
も

給
食
費
無
償
化
を

生
活
保
護
基
準
引

き
下
げ
「
違
法
」

最
高
裁
判
決
の
速

や
か
な
対
応
を

県
民
活
動
総
合

セ
ン
タ
ー
存
続
を

教
職
員
定
数
改
善

と
勤
務
実
態
調
査

日本共産党（4） 〇〇 〇 〇〇

新政の会（7） × 〇 〇 〇〇

次世代かすかべ！（6） × 〇 〇 〇〇

公明党（6） × 〇 〇 〇〇

立憲民主党（1） × 〇 〇 〇〇

日本維新の会（1） × 〇 × 〇〇

無所属（榛野） × 〇 〇 × 〇

無所属（酒谷） × 〇 〇 × 〇

無所属（古沢） × 〇 〇 〇〇

無所属（金子） × 〇 〇 〇〇

結果 × 〇 〇 〇〇



９
月
19
日
、
木
下
み
え
子
議

員
は
①
粕
壁
南
公
民
館
は
廃
止

せ
ず
社
会
教
育
施
設
の
確
保
を

②
気
候
変
動
を
考
慮
し
た
水
と

緑
と
風
の
ま
ち
の
実
現
を
、
の

２
点
に
つ
い
て
一
般
質
問
を
お

こ
な
い
ま
し
た
。

粕
壁
南
公
民
館
は
、
教
育
セ

ン
タ
ー
再
整
備
計
画
案
の
中
で

突
然
廃
止
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
６
年
度
の
利

用
者
は
３
６
５
４
９
人
で
、
市

内
公
民
館
の
平
均
利
用
者
数
で

あ
る
３
１
３
９
９
人
と
比
較
し

て
も
大
変
高
い
利
用
状
況
で
あ

り
、
サ
ー
ク
ル
数
も
多
く
、
主

催
事
業
の
か
す
か
べ
茶
屋
は
述

べ
４
０
９
名
の
利
用
が
あ
っ
た

ほ
か
、
幼
児
家
庭
教
育
学
級
な

ど
幅
広
い
年
代
に
活
用
さ
れ
て

い
る
実
績
が
あ
り
ま
す
。

木
下
議
員
は
「
事
業
数
も
利

用
者
数
も
多
く
、
市
も
地
域
に

根
差
し
た
公
民
館
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
粕
壁
南
公
民
館
は

廃
止
せ
ず
、
存
続
を
要
望
す
る

請
願
も
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
民
の
意
見
に
寄
り
添

い
、
改
修
や
建
て
替
え
で
地
域

の
社
会
教
育
の
場
を
確
保
し
て

ほ
し
い
」
と
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
「
築
43
年
の
旧
耐
震

の
建
物
で
あ
り
集
約
化
の
対
象

と
な
っ
て
い
る
。
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
は
72
％
が
機
能

移
転
・
集
約
・
複
合
化
を
す
べ

き
と
回
答
し
て
お
り
、
機
能
を

維
持
し
つ
つ
充
実
を
図
り
、
利

便
性
向
上
と
交
流
の
促
進
を
目

指
す
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

木
下
議
員
は
「
利
用
者
や
地

域
住
民
と
一
緒
に
考
え
直
す
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
」
と
要
望

し
ま
し
た
。

緑
の
基
本
計
画
は
４
つ
の
基

本
方
針
を
掲
げ
２
０
２
７
年
を

計
画
の
最
終
年
と
し
て
い
ま
す
。

屋
敷
林
・
生
産
緑
地
な
ど
を
ま

も
る
取
り
組
み
、
水
辺
空
間
や

親
水
空
間
の
創
出
・
公
共
施
設

の
緑
化
な
ど
つ
く
る
取
り
組
み
、

13
の
緑
道
ル
ー
ト
整
備
・
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
の
ベ
ン
チ
整
備
、
街

路
樹
の
樹
木
特
性
や
地
域
状
況

に
合
わ
せ
た
適
正
な
維
持
管
理

を
行
う
つ
な
げ
る
取
り
組
み
な

ど
57
の
基
本
方
針
が
あ
り
ま
す
。

木
下
議
員
は
市
民
か
ら
改
善

の
要
望
が
あ
っ
た
旧
倉
松
公
園

の
現
状
を
質
し
ま
し
た
。

建
設
部
長
は
「
老
朽
化
な
ど

課
題
が
あ
り
今
後
も
施
設
の
適

切
な
修
繕
や
更
新
を
行
い
、
近

隣
住
民
の
意
見
を
伺
っ
て
い
く
」

と
答
え
ま
し
た
。

木
下
議
員
は
「
気
候
変
動
対

応
と
し
て
緑
を
守
り
育
て
る
こ

と
は
重
要
で
、
専
門
家
の
知
見

を
活
用
し
樹
木
の
管
理
を
お
こ

な
っ
て
ほ
し
い
。
は
ぐ
く
む
、

と
い
う
基
本
方
針
の
も
と
市
が

先
頭
に
立
ち
市
民
と
協
力
し
て

30
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
目
標
達
成

に
向
け
て
市
長
の
お
考
え
は
」

市
長
は
「
今
後
も
市
街
地
と

田
園
風
景
が
調
和
し
た
環
境
に

や
さ
し
い
街
を
目
指
し
緑
の
保

全
と
緑
化
推
進
の
施
策
を
進
め

て
い
く
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

10/5(日) 内科系 春日部さくら病院（金崎702-1）☎746-7071 小児科系 安達医院（栄町3-287）

☎761-6398 外科系 かすかべ整形外科・内科ほまれクリニック（八丁目87-1）☎760-2551

10/12(日) 内科系 春日部厚生クリニック（下蛭田125-1）☎754-4313 小児科系 豊春内科小児科クリ

ニック（上蛭田681）☎760-2300 外科系 原田皮膚科医院（大衾307-28）☎746-7770

木下みえ子議員一般質問

地
域
に
根
差
し
た
粕
壁
南
公
民
館
は

廃
止
せ
ず
建
替
え
や
改
修
を

多
く
の
住
民
に

利
用
さ
れ
る
公
民
館

水
と
緑
と
風
の
ま
ち

緑
の
基
本
計
画
実
現
を


